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暗

長平

O
革
命
思
想
の
か
入
率
高

橋

誠

長B

、一一

‘ ' 

女
患
は
汚
水
仁
牛
一
歩
る
子
子
の
如
き
・
6
の
で
あ
る
。
約

水
に
子
子
の
後
生
せ
ぬ
と
等
し
く
情
純
な
る
枇
曾
仁
大
実

感
は
出
で
な
い
。
実
感
は
迷
の
産
物
で
あ
る
。
限
強
し
文

枇
舎
に
は
大
実
感
は
な
い
。
而
し
て
手
子
、
が
援
生
ず
る
と

白
然
と
汚
水
が
澄
む
様
化
、
濁
世
の
女
皐
は
亦
乙
れ
を
澄

.
し
て
行
く
カ
宏
持
っ
て
ゐ
る
。
迷
っ
て
出
来
な
い
実
感
は

亦
迷
一
ノ
、
文
一
枇
舎
を
悟
に
越
か
し
む
る
カ
を
有
し
て
ゐ
る
。

不
断
の
革
命
拡
祉
舎
を
し
て
恒
仁
清
新
な
ら
し
む
る
唯

一
の
方
訟
で
あ
る
。
何
時
の
一
枇
曾
仁
が
も
英
薬
師
に
は
革
命

の
時
流
が
流
れ
て
ゐ
る
、
而
し
て
此
地
応
の
・
時
流
仁
科
し

て
、
燃
ゆ
る
眼
に
駐
舎
を
倣
み
、
織
の
如
を
舌
端
じ
乙
れ

を
刺
3
ん
と
し
て
居
る
女
感
者
批
評
家
は
決
し
て
絡
ゆ
る

貯
乙
と
が
鉱
山
い
の
寸
あ
る
。
大
ナ
ポ
レ
オ
シ
の
時
代
に
は
ジ

目寺

静

主
ア
ト
プ
リ
オ
シ
が
活
つ
な
。
ル
ヴ
、
ヒ
リ
叫
ノ
プ
の
時
代
じ

は
J

プ
・
マ
ル
チ
シ
が
居
つ
食
。
一
一
一
世
ナ
ボ
レ
オ
シ
の
時
代
じ

は
ず
イ
グ
ト
ル
、
ユ
ー
ゴ
ー
が
応
つ
食
。
現
代
の
一
般
食
を

代
表
す
る
皆
撃
的
女
感
者
は
十
日
の
見
る
所
先
づ
ト
ル
ス

ト
ィ
、
イ
プ
セ
ン
及
び
ダ
ブ
の
王
者
に
一
致
す
る
で
あ
ら

う
o
V
J
J
ア
、
イ
プ
セ
シ
は
逝
を
、
ト
ル
ス
ト
イ
は
者
び
北

然
も
彼
等
の
勢
力
戚
化
は
倫
悶
現
代
を
支
配
し
て
ゐ
る
。

ト
ル
ス
ト
づ
け
い
混
迷
の
大
術
協
/
で
あ
る
。
現
代
の
銅
山
溺
仁

藤
生
し
花
子
子
の
最
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
統
存

の
事
物
仁
濁
し
主
治
省
満
足
す
る
所
な
き
革
命
主
義
者
a

で

あ
る
。
「
基
督
数
的
無
政
府
主
義
者

L
Eは
最
も
克
く
彼
の

思
想
を
穿
つ
、
究
所
守
口
で
あ
る
。
イ
プ
セ
ン
拡
理
論

ι体
説

の
最
も
大
勝
な
る
破
壊
者
で
あ
る
。
一
向
し
て

γ
一
ア
に
歪
つ

て
は
些
わ
も
仮
借
す
る
所
な
く
官
官
架
階
級
の
腐
敗
、
資
本

の
則
強
迫
暴
虐
、
官
真
軍
人
僧
侶
の
食
慨
偽
善
を
犀
利
の
笠
・

端
仁
暴
蕗
せ
し
め
、
変
仁
大
な
る
岡
崎
を
以
て
傍
働
者
階

級
の
窮
迫
と
感
闘
の
放
を
摘
を
、
以
て
明
磁
に
業
革
命
的

の
理
想
を
体
へ
ん
1
ζ

努
め
忙
。
彼
は
常
仁
新
に
し
て
然
奇

心
い
替
を
世
界
仁
一
鈎
し
て
憶
れ
て
居
つ
大
。
宛
誠
司
ミ
ル
ト

λ 
、七
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時

'

静

∞∞

Y
J
が
践
が
に
共
詩
中
の
大
魔
王
セ
}
タ
ン
を
慕
っ
て
ぬ
た
で
あ
る
0

・
人
は
火
に
物
を
燃
す
カ
の
有
る
乙
と
を
知
る
と

如
く
、
バ
イ
ロ
シ
が
自
己
の
描
い
て
魔
天
使
リ
ユ

!γ
ブ
共
仁
、
水
に
ζ

れ
を
殺
し
流
す
カ
の
有
る
乙
と
を
忠
れ
て

ア
を
景
仰
し
食
如
く
に
、
彼
v
i
L
Y
は
俄
作
中
の
ダ
イ
ナ
マ
…
は
な
ら
ぬ
o

彼
は
冷
い
反
識
を
以
て
現
代
営
破
壊
せ
ん
E
乙

イ
ト
を
探
く
愛
し
て
ゐ
忙
。
彼
は
此
現
質
的
の
妖
魔
崇
拝
一
誠
み
て
ゐ
る
o

の
念
を
随
所
仁
筏
揮
せ
し
め
て
屑
つ
文
0

6

一
葉
他
エ
ス
キ
う
八
の
つ
プ
甘
メ
ジ
ウ
ス
ヘ
ェ
!
リ
ピ
ヂ

勝
燕
を
宥
ず
る
交
感
者
の
内
で
革
命
思
却
の
鼓
吹
に
最

γー
ズ
の
「
.
バ
ヅ
カ
ン
チ
ー
ズ
し
の
古
よ
ム
ツ
ジ
ル
レ
ル
ベ
ジ
エ

宅
努
め
て
ゐ
る
唱
の
は
併
の
ア
ナ
ト
1
ル
、
プ
テ
ジ
ス
モ
一
レ
i
、
ス
ク
イ
ン
バ
l
ン
、
ロ
バ

l
ト
、
バ

i
ス
万
一
金
ワ

あ
る
。
彼
は
給
蔀
的
で
偉
大
で
そ
し
て
崇
高
な
る
に
於
〈
一
ル
ト
、
ウ
イ
ッ
ト
マ
ジ
の
今
仁
至
る
ま
で
其
践
作
の
局
所

拡
デ
ラ
に
劣
る
が
i

然
が
も
彼
に
比
し
て
夏
仁
竣
徹
仁
し
て
一
々
々
に
探
酪
な
る
革
命
問
山
知
仰
を
宣
揚
し
柁
詩
人
は
決
し
て

真
に
深
酷
で
あ
る
。
彼
は
、
ナ
一
プ
仁
一
献
け
て
居
つ
主
耐
強
機
一
少
な
く
な
い
o

否
、
所
有
る
詩
人
の
思
想
実
物
は
革
命
で

智
仁
多
く
震
ん
で
ぬ
る
o

語
法
に
於
て
が
ノ
一
プ
が
頗
る
不
惑
…
あ
る
1
t
諭
ふ
乙
と
を
得
る
o

ふ
ペ
ー
が
ス
タ
シ
、
ヒ
ロ
シ
は

慌
な
t
り
し
に
反
し
て
彼
の
実
字
は
精
錬
無
一
枇
で
あ
る
。
、
ァ
一
「
現
代
に
於
て
多
少
無
政
府
的
の
思
想
を
有
し
て
居
ら
ぬ

一
ア
の
滋
烈
な
よ
リ
し
仁
反
し
て
彼
拡
周
到
で
あ
る
o

、
ど
ア
の
…
思
索
家
ゐ
F

り
と
は
信
、
が
る
乙
と
を
得
な
い
し
と
書
い
て
ゐ

兇
猛
な
-bし
に
反
し
て
彼
は
拠
顕
で
あ
る
o

ど
プ
の
生
硬

7'心
が
、
五
口
人
は
少
く
と
唱
つ
革
命
的
の
応
恕
を
有
し
て
屈

な
ち
し
に
反
し
て
彼
は
悶
熟
し
て
ゐ
る
。
グ
一
ア
を
以
て
ゴ
一
ら
め
詩
人
は
な
い
し
と
断
山
一
目
す
る
乙
と
を
得
る

Z
信
ホ
J

ツ
Q
O

V

ヅ
グ
的
と
す
れ
ば
彼
は
希
脳
的
で
あ
る
。
然
一
号
沿
問
ほ
彼
一
バ
イ
ロ
シ
卿
は
っ
英
理
の
泉
拡
澄
-U
時
が
あ
る
わ
も
知

ア
イ
ロ
λ
グ

ラ

ス

一

ト

〉

は
ア
ラ
ー
ム
等
し
く
最
強
回
目
る
可
営
現
代
の
罪
悪
指
摘
者
で
一
れ
ぬ
が
、
呉
下
流
は
常
に
濁
っ
て
ゐ
る
し
と
溜
っ
て
居
る

あ
る
o
y
一
ァ
が
批
舎
を
攻
援
す
る
時
は
常
仁
輿
鎖
的
せ
熱
社
合
会
般
の
締
設
を
待
つ
の
は
、
資
何
の
摘
を
去
ら
ん

ι

烈
を
極
め
て
ゐ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
厭
く
ま
モ
静
寂
冷
談
ず
る
よ
よ
り
宅
街
ほ
不
可
能
事
，
で
あ
る
o
然
し
な
が
ら
枇
合

λ 
)¥. 
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2 

1. 

の
源
泉
北
る
政
治
家
母
者
詩
人
の
顕
脳
、
だ
け
は
山
一
一
胞
の
恨
栂
ナ
十
1
ル
、
プ
一
プ
Y

ス
の
如
母
宅
近
来
}
部
人
士
の
問
じ

の
外
仁
超
然
と
し
て
、
彼
の
白
蓮
の
如
を
締
ぎ
容
を
有
し
併
究
せ
ら
れ
て
印
刷
る
様
で
あ
る
o

況
は
人
は
一
日
も
早
く
彼

て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
停
滞
拡
腐
敗
で
あ
る
。
枇
舎
の
v
U

の
著
、
少
く
と
も

γ
H
O
B仰
の
0

目
的
ロ
刊
誌
だ
け
で
宅
吾
が
図

窓
と
異
形
総
は
須
嬰
止
ま
診
る
綿
製
化
を
受
け
て
居
ら
ね
ば
人
の
矯
め
仁
紹
介
せ
ら
れ
ん
た
を
盟
む
も
の
で
み
る
o
政

な
ら
ぬ
。
而
し
て
其
綿
鋭
化
は
先
づ
微
妙
な
る
詩
人
女
患
者
府
高
能
、
軍
人
会
盛
の
日
本
の
祉
曾
仁
は
彼
の
姉
凶
切
な
る

の
頭
脳
よ
b
来
る
の
で
あ
る
o

宛
宅
ス
ヰ
プ
ト
、
が
ホ
ー
ル
反
語
は
単
に
一
般
の
治
協
削
大
る
の
み
で
な
い
と
思
ふ
。

に
先
立
っ
て
火
星
の
衛
星
の
存
在
を
知
つ
北
如
く
、
グ
i

吾
闘
の
創
作
者
程
哀
れ
な
も
の
は
な
い
。
彼
等
の
税
ι

桜

テ
が
ダ
1
ヰ
シ
に
先
立
っ
て
生
物
港
化
の
斑
を
究
め
花
如
一
は
自
己
の
周
開
方
六
尺
を
出
で
や
/
で
あ
る
o

世
界
の
思
潮

く
に
、
枇
合
上
諸
般
の
革
命
政
草
に
濁
し
て
も
亦
乙
れ
が
一
以
何
虎
か
ら
如
何
統
れ
て
居
ゐ
か
、
判
明
代
は
何
仁
苦
み
、

預
言
者
と
な
ム
ツ
前
願
者
と
な
っ
て
世
に
叫
ぶ
も
の
は
常
仁
一
~
仰
を
要
求
し
て
居
る
か
、
彼
等
に
取
っ
て
は
会
然
淡
交
渉

詩
人
で
あ
る
o

一
で
あ
る
o

彼
は
麹
麹
に
餓
ヘ
、
肉
広
一
附
宮
、
詩
却
の
枯
泌

草
命
の
思
想
を
体
へ
も
d

る
詩
や
女
感
は
無
を
仁
若
hv
ホ
ノ
一
に
苦
む
自
己
の
外
仁
描
く
可
を
何
物
を
一
唱
有
コ
ぬ
の
で
あ

で
あ
る
。
五
日
間
の
実
地
に

e-次
第
に
泰
西
の
草
命
的
女
皐
了
。
。
偶
々
一
茶
摘
潟
が
波
注
仁
及
ん
だ
と
し
て
も
自
己
の
妻

が
紙
釘
ぜ
ら
る
k
h

に
至
つ
北
。
ユ

i
f
I
の
名
は
早
く
か
一
自
己
の
尖
母
兄
弟
乃
至
は
朋
友
の
餓
図
を
出
せ
な
い
の
で

ち
院
体
せ
ら
れ
て
居
つ
花
が
、
一
古
来
に
及
ん
で
克
仁
ト
ル
ア
め
る
。
而
し
〈
多
数
の
士
女
は
備
ほ
賀
戚
徴
援
の
外
仁
丈

ス
ト
ィ
、
ヅ
ル
グ
ネ
プ
、
ゴ
ル
キ
!
、
ど
プ
な
ど
の
鰯
静
一
壌
の
難
有
味
を
知
ち
ぬ
の
で
あ
る
o
故
人
二
葉
事
凶
迷
が

せ
ら
み
、
乙
ー
し
頻
，
繁
乙
な
つ
大
。
蓋
し
吾
が
思
組
問
介
の
枕
一
名
の
み
高
〈
し
て
、
然
が
も
呉
の
識
者
右
有
し
て
届
ら
な
か

‘
静
停
滞
を
限
魔
し
撹
乱
せ
ん
と
す
る
要
求
が
祉
舎
の
一
・
山
灯
、
っ
北
の
で
も
剣
ゐ
o

過
ら
れ
大
る
自
然
主
義
の
作
品
が
求

問
。
じ
存
在
す
る
鐙
左
と
見
る
可
き
も
の
で
あ
ち
う
。
彼
の
ア
だ
会
感
の
勢
を
悲
し
て
居
る
の
で
も
剣
る
o

一
品
目
倒
の
文
凶

a 

Hき

都

八
九

1 

、、
e
t
-

ト.
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日差

静

九。

ω
が
久
し
く
斯
く
の
如
営
状
態
に
在
る
様
で
は
、
一
位
舎
に
野

ず
る
革
命
忠
怨
の
宣
揚
な
ど
h
h

一
万
ふ
重
大
な
る
使
命
を
之

に
体
へ
る
専
は
思
ぴ

4
よ
ら
ぬ
沙
泳
三
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ

先
づ
女
泊
其
物
に
革
命
を
唆
起
す
る
の
が
今
日
の
急
務
で

あ
る
O

υ

一
初
寓
事
、
を
受
業
界
の
先
輩
に
委
ね
て
素
直
に
復
絞
し
北

乙
れ
が
此
問
題
の
殺
で
あ
る
o

究
部
局
の
俗
真
拡
昂
然
と

し
て
放
諾
し
北
、
「
殿
罰
に
彪
ず
可
き
の
所
特
別
を
以
て
復

校
を
許
す
」
と
。
昨
日
ま
で
大
言
壮
語
し
、
花
大
串
生
は
生

意
地
な
く
-
号
無
山
一
一
口
の
ま
・
、
ノ
!
ト
を
抱
い
て
日
々
英
解
散

を
叫
ん
だ
校
内
を
く
旨
っ
て
ゐ
る
。

高
商
事
件
の
後
日
簡
と
し
て
見
る
可
営
唱
の
は
、
所
沼

3
し
弓
一
時
世
間
の
耳
目
を
鍔
動
-
せ
し
め
た
高
護
話
一
一
一
…
盟
問
な
る
も
の
と
ま
印
私
倒
局
者
と
の
交
渉
で
あ
る
べ
恥

活
断
く
下
火
と
な
っ
て
、
遺
品

2
3一
向
に
面
一
政
科
療
止
撤
同
磁
器
、
所
前
政
府
の
威
信
に
闘
し
す
る
宅

白
け
な
い
様
で
あ
る
o

…
の

ιし
て
厭
く
ま
で
乙
れ
+γ
拒
ん
で
居
る
。
俗
-
変
に
は
俗

ゆ
員
述
中
は
山
人
感
激
俊
一
博
士
と
一
五
ふ
肩
書
が
欲
し
か
っ
一
・
一
見
…
怨
闘
の
我
と
い
忠
信
の
が
あ
る
o

世
間
で
却
仰
い
め
ぬ
威
信

、
花
。
警
訟
は
角
崎
が
戴
つ
で
見
食
わ
っ
ち

ζ

れ
が
此
間
一
を
我
れ
濁
J

り
認
め
て
居
る
問
が
彼
等
の
命
/
で
あ
る

o
Nし

題
の
始
で
あ
る
o
敬
一
員
一
連
中
は
其
沸
騰
し
た
大
問
題
の
勇
一
て
此
我
執
の
有
る
間
以
彼
等
の
譲
歩
は
仇
し
て
之
念
日
む
と

持
と
な
っ
て
感
牛
一
の
輿
望
を
一
身
一
に
集
め

tip
っ

ち

竺

E
K得
な
巾
。
結
局
は
商
科
大
感
の
設
立
を
少
し
く
婚
期

生
晴
世
間
の
煽
動
之
其
背
殺
の
客
気
の
筏
効
I

乙
仁
脱
ら
れ
…
し
て
臥
い
い
ぼ

b
の
冷
め
る
の
を
待
つ
位
が
闘
の
山
で
あ
ら

て
騎
腐
の
勢
止
み
難
く
し
て
具
地
に
紘
一
'
'
九
だ
。
た
れ
が
此
一
う
三
国
織
の
委
員
紘
一
す
も
不
得
一
媒
飯
の
交
渉
を
続
け
っ
、
待

問
題
の
中
で
あ
る
o
数
凶
悪
中
ー
は
説
れ
も
其
入
る
穴
が
出
{
荏
日
を
泊
し
て
ゐ
る
間
に
枇
舎
は
会
く
此
問
飢
を
忘
れ
て

来
、
柱
。
皐
生
は
飴
J

り
に
英
仏
庁
潟
地
を
張
つ
支
が
矯
め
に
賂
行
き
、
自
然
奨
藤
山
一
一
口
し
大
肢
が
も
明
ら
ホ
仁
了

u
tと
呑
気

来
の
資
れ
口
の
杜
絶
す
る
鬼
胎
を
生
b
て
・
京
大
。
そ
乙
で
に
構
ヘ
て
印
刷
る
ら
し
い
。
唯
、
だ
徒
に
此
問
題
に
カ
織
を
入

。
其
後
の
高
一
商
事
件

戸一¥iR
~:)"/ÌI c-.. f ~~~_.~~þ: 'i-"._:. ・

れ
主
人
々
乙
そ
好
い
商
の
成
で
あ
る
。

、}

、、

‘. 

は
何
と
か
之
を
掩
ふ
乙
之
を
得
き
う
な
替
の
で
あ
っ
北
と

O
大

限

伯

と

チ

ロ

ル

氏

思

ふ

じ

、

斯

く

赤

裸

々

に

そ

を

販

し

大

の

は

遺

憾

千

一

寓

の

一
乙
と
で
あ
る
。
伯
の
容
は
仰
も
苦
闘
民
の
特
性
と
い
ふ
可

と

の

問

答

一

一
会
共
同
一
致
の
愛
倒
的
思
想
は
其
根
源
f

一
に
家
検
制
度
に

大
限
伯
は
人
材
俄
乏
の
日
本
に
在
っ
て
紘
確
か
仁
一
名
一
由
来
せ
る
M

も
の
で
あ
る
。
紳
滋
1
ζ

い
び
べ
武
、
士
滋
と
い
び

物
、
花
る
を
失
は
ぬ
。
来
遊
外
容
は
先
づ
日
光
廟
を
見
物
す
一
大
和
魂
ー
と
い
ふ
も
o
皆
此
家
族
制
度
よ
1

り
来
、
食
忠
孝
の
精

る
前
じ
此
老
伯
の
銀
側
、
党
る
風
貌
に
按
ず
る
を
光
擦
と
し
一
一
仰
の
別
名
に
外
な
ら
ぬ
、
一
九
日
が
丈
明
の
本
燃
は
家
放
制
度
4

て
ほ
泊
る
。
タ
イ
ム
ス
の
外
報
部
主
任
チ
ロ
ル
氏
宅
亦
此
例
一
寸
あ
る
。
此
家
続
制
度
、
が
永
法
仁
強
凶
寸
あ
る
以
上
は
、

に
漏
れ
歩
し
て
五
月
二
十
・
布
日
早
縮
問
郎
に
限
伯
を
訪
ふ
一
如
何
な
る
他
の
女
明
の
刺
戟
を
受
け
て
号
、
設
〈
隙
民
的
思

、
花
。
チ
ロ
ル
ほ
ん
先
づ
個
人
の
利
仰
仰
を
本
位
と
し
て
相
競
争
一
恕
に
劇
換
を
輿
ふ
る
が
如
き
乙
と
は
な
い
。
余
は
今
二
尚

ず
る
商
工
業
の
磯
良
が
従
来
日
本
の
閥
民
的
特
性
、
文
る
闘
一
の
的
学
生
を
数
育
し
て
次
代
の
閥
民
を
製
造
し
つ
h
あ
る
が

衆
的
共
同
の
概
念
に
何
等
わ
の
影
響
を
輿
ふ
る
乙
と
は
娘
一
乙
れ
に
封
ず
る
用
意
亦
鼓
仁
在
る
の
せ
あ
る
と
の
極
官
せ

ら
う
か
と
の
問
を
議
し
て
老
伯
の
答
を
待
つ
北
。
郎
も
経
一
あ
る
0

・
樹
上
仁
一
於
け
る
個
人
主
義
自
由
主
義
の
接
建
と
共
仁
日
本
一
家
放
制
度
が
閥
家
組
織
の
模
型
/
で
あ
っ
て
、
閣
家
は
家

闘
民
の
忠
利
加
に
一
大
銭
化
を
生
悼
し
む
る
乙
と
な
を
や
を
一
放
の
撰
大
し
大
も
の
、
元
首
は
失
、
町
民
は
子
晴
、
あ
る
と

廷
し
花
川
も
の
で
あ
る
。
而
じ
て
乙
れ
に
封
ず
る
伯
の
符
は
一
の
観
念
は
古
く
は
ジ
セ
ロ
の
含

O
出
口
宏
、
ょ
f

り
近
く
ル
ヅ

頗
る
奇
々
妙
々
法
械
な
く
彼
の
無
感
無
凡
識
を
稜
揮
し
て

A
y
l

っ
民
約
論
し
仁
至
る
ま
寸
数
多
の
向
学
者
の
州
市
ヘ
ル
仏
所

ゐ
る
。
伯
は
兎
仁
角
吾
川
V

闘
の
名
物
，
で
あ
る
o
本
来
の
無
で
あ
る
。
回
よ
1

り
最
〕
初
の
閤
家
組
織
は
皆
尖
械
的
闘
家
で

侃
皐
は
索
よ
J

り
明
，
で
あ
ゐ
が
、
せ
め
て
外
客
仁
劃
し
て
だ
け
、
わ
っ
て
、
殆
ど
凶
家
組
織
と
家
族
組
織
と
の
問
仁
何
等
の

副参

静

九
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時

静

を

九
二

， 

的
山
相
迷
宮
殺
見
ず
る
乙
と
を
得
な
わ
っ
花
。
家
妊
に
到
す
る

関
係
は
印
も
元
首
に
封
ず
る
唱
の
と
同
一
で
あ
る
。
然
減
℃

世
態
の
准
歩
は
岡
家
l'
」
家
族
と
を
し
て
別
穣
の
設
建
を
業

げ
し
め
花
。
共
有
様
は
苗
邦
皆
軌
を
一
に
し
て
ぷ
る
。
何
~

沿
も
誠

b
立
て
、
寺
日
本
の
特
色
と
ぎ
か

E
を
得
な
い
。
喰
一
本
六
月
廿
二
日
を
期
し
て
英
閥
剣
締
大
皐
に
於
て
は
は
紙

だ
苦
闘
の
特
色
と
も
訪
は
タ
謂
ふ
可
き
も
の
拡
此
究
椛
的
一
¥
大
な
る
ダ
ル
ヰ
ン
先
生
生
誕
百
年
の
祭
典
が
製
行
せ
ら
る

翻
家
が
他
閥
よ
よ
ク
弘
北
較
的
長
く
存
綬
し
て
居
つ
北
事
費
一
、
答
で
あ
る
o

先
生
の
生
誕
は
貨
に
…
千
八
百
O
九
年
こ

で
あ
る
。
日
本
の
究
明
が
敵
洲
訪
問
に
比
し
て
甚
だ
し
(
一
月
十
二
日
で
英
大
者
1

積
の
組
以
じ
が
始
め
て
出
版
せ
ら
れ

混
絞
な
滋
歩
を
な
し
て
居
つ
北
大
原
図
以
這
個
の
尖
械
的
一
花
の
は
今
よ

b
五
十
年
前

ωち
一
千
八
百
五
十
九
年
の
十

閥
家
が
長
を
存
犯
を
保
っ
た
が
潟
め
F

で
あ
る
決
し
て
他
に
一
一
月
二
十
四
日
/
で
あ
る
o
今
年
は
仰
に
先
生
仁
扮
し
て
忠

到
し
誇
る
可
を
悦
質
の
沙
も
の
で
な
ぃ
。
チ
ロ
ル
氏
拡
日
本
一
山
山
多
を
年
で
あ
る
。

宅
奨
緩
締
上
の
縫
歩
、
に
作
っ
て
倒
人
主
義
の
後
建
と
な
t
り
一
「
世
の
中
に
新
奇
な
も
の
は
一
と
し
て
有
る
と
と
が
な

自
由
競
争
激
甚
を
経
ひ
る
と
共
に
欝
来
の
閥
家
高
能
的
子
…
い
し
。
進
化
論
活
素
よ
ら
此
呉
川
叫
に
潟
し
て
例
外
を
翁
す
ζ

捗
主
義
に
一
大
盤
化
を
反
ぼ
叱
d
u
る
可
ら
も
c
る
を
説
い
投
了
乙
を
得
な
い
刃
も
の
で
あ
る
o
彼
の
以
前
じ
拡
一
プ
マ
ル
グ
、
ー

の
で
あ
る
。
然
る
に
大
限
伯
は
奇
怪
に
宅
吾
が
閥
民
の
忠
一
グ
i
テ
み
よ
り
、
彼
と
時
代
&
同
b
く
し
て
ワ
ル
ラ
ス
の
あ

恕
は
封
鎖
的
な
る
白
日
比
自
給
時
代
の
家
族
制
皮
が
基
礎
仁
一
1

り
し
事
以
何
人
弘
熟
知
す
る
所
で
あ
る
o

加
之
彼
の
偉
大

な
っ
て
居
る
わ
ら
如
何
に
個
人
主
義
自
由
主
義
が
盛
ん
に
一
な
る
稜
切
に
野
し
て
泣
接
の
暗
示
を
血
ハ
ヘ
花
る
の
は
有
名

な
っ
て
唱
幾
必
ず
る
虞
は
潜
未
必
も
な
い

E
答
へ
る
の
で
あ
な
る
総
締
皐
者
ト

i

マ
ス
、
ロ
バ
ア
ト
、
マ
ル
サ
λ
の
「
入

る
o

チ
ロ
ル
氏
は
恐
ら
く
-
初
め
て
日
本
に
被
っ
て
秘
情
潟
口
論
し
で
あ
る
o

後
見
拡
長
を
歴
史
を
有
す
る
一
候
不
断

の
総
局
凋
に
驚

h
V
3
れ
北
る
白
楽
天
よ
よ
ツ
唱
な
ほ
此
著
名
な

る
日
本
の
老
政
治
家
の
斜
め
に
驚

h
V
3れ
允

FYV
総
ふ
。

。
ダ
ル
ヰ
ン
百
年
祭

f'.-'、 "

一九317t・、!・、

の
漣
鎖
‘
で
あ
ふ
。
彼
マ
ル
サ
ス
も
亦
其
議
に
到
す
る
名
春
吉
田
橋
陰
や
加
藤
清
正
を
祭
る
に
比
し
て
遂
に
意
味
有
る

の
み
一
部
を
濁
占
ず
る

E
を
ね
併
な
い
。
彼
は
プ
ヅ
ド
ヰ
ン
、
-
乙
と
h
怨
ふ
。

コ
y

ド
ル
セ

l
よ

b
刺
激
を
受
け
北
る
の
み
な
ら
や
ノ
、
一
〉
毎

bj
燦
拠
点
と
材
攻
離

さ
止
論
-
に
於
て
唱
亦
ヒ
ユ
}
ム
、
ワ
ル
レ
ス
、
ァ
〆
ム
、
一
〈
?
主

3
1
日
只
設
費

ス
ミ
ス
及
・
び
プ
ブ
イ
ス
等
に
負
ふ
所
M
M

頗
る
多
い
。
科
啓
一
英
濁
問
の
製
鍛
競
争
は
今
や
世
界
列
強
の
会
館
に
惇
染

界
の
大
天
才
は
遊
し
皆
大
な
ゐ
摺
池
の
如
を
も
の
で
あ
る
一
し
て
、
ド
レ
ヅ
ド
ノ
ー
ト
型
イ
Y

ゲ
イ

y
γ
プ
ル
積
一
等
の

彼
以
前
若
し
く
は
彼
と
岡
崎
代
の
ペ
ス
ト
、
メ
シ
の
バ

λ

一
諮
は
到
る
所
に
繰
返
3
れ
て
ほ
泊
る
。
附
し
て
乙
れ
に
作
ふ

ト、

y
i
ヅ
は
悉
く
彼
に
於
て
合
し
て
一
曹
と
な
λ
ッ
、
更
に
…
必
然
の
結
果
は
財
政
の
困
難
で
あ
る
。
精
滋
帝
閣
の
財
政

幾
多
の
械
は
復
、
花
彼
よ
よ
り
殺
し
て
後
世
の
皐
界
を
滋
ず
の
…
難
は
既
に
久
し
き
以
前
よ

b
停
へ
ら
れ
て
ぬ
な
が
、
今
来

で
あ
る
。
ダ
ル
ヰ
シ
は
淑
池
の
最
大
な
る
沖
も
の
で
あ
っ
て
一
保
蘭
西
の
如
を
も
約
五
百
高
砂
の
歳
入
不
足
を
告
げ
、
内

彼
の
態
化
論
の
潤
を
受
け
て
後
滋
し
花
も
の
は
濁
L

り
生
物
…
間
合
議
は
終
に
歳
出
の
大
々
的
削
減
を
決
議
す
る
に
宝
つ

患
に
の
み
止
ら
歩
し
て
、
前
向
般
の
枇
舎
科
感
仁
ま
で
も
及
一
、
花
。
然
も
其
一
方
に
於
て
海
軍
機
張
の
蜂
は
絶
え
ヂ
し
て

ん
で
ぬ
ふ
o

r

一
海
軍
委
員
舎
は
一
億
二
千
商
務
右
投
b
て
戦
闘
舷
及
ぴ
巡

科
的
ゅ
に
は
聞
よ
t
り
踏
墳
の
有
る
乙
と
を
許

3
な
い
。
ダ
ム
ド
洋
艇
の
建
造
裂
に
充
て
ん
乙
と
を
計
議
し
て
ゐ
る
o

ル
ヰ
誕
生
の
生
誕
百
年
邦
字
暴
行
し
て
英
功
績
を
領
せ
一
つ
本
来
は
平
和
の
際
じ
も
戦
時
に
於
て
も
君
主
ど
し
て

ん
と
す
る
は
決
し
て
先
生
の
生
凶
た
る
英
闘
に
の
み
限
る
ふ
…
毛
の
負
擦
を
も
な
コ
し
め
な
が
‘
つ
な
倒
防
授
は
社
合
原
の

可
さ
と
と
で
な
い
o
我
闘
の
如
き
も
寸
種
の
起
原
し
の
稿
乞
進
歩
戦
術
の
設
建
に
伶
ふ
て
先
づ
戦
時
じ
於
け
る
支
給
を

了
ヘ
北
る
九
月
h
w

若
し
く
は
其
初
版
を
刊
行
し
北
十
一
月
必
要
な
ら
し
め
、
決
モ
卒
特
に
も
亦
乙
れ
が
君
主
の
負
纏

M
W

廿
凶
日
b
q
卜
し
て
百
年
祭
を
恐
行
す
る
の
計
設
な
き
が
。
を
戚
惜
し
む
る
に
至
つ
花
の
で
あ
る
し
と
経
掛
患
の
械
は

H年

評

丸一一}

、、、

‘ 

、
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制
附

九
回

的
統
一
γ

一
一
六
ぬ
ふ
。
近
来
の
驚
く
可
合
間
防
費
の
増
加
は
多
く
同
盟
提
示
に
封
ず
る
治
機
の
脳
出
泊
。
斯
く
の
如
告
は
吾

晴
子
尉
に
於
て
な
u
d
れ
た
も
の
マ
あ
る
。
世
界
は
は
取
の
卒
人
が
始
ど
五
口
人
の
耳
を
疑
は
ん
と
す
る
所
で
あ
ふ
o

と
れ

杭
で
あ
る
c
軍
備
の
披
張
は
最
唱
急
速
で
あ
る
o

而
し
て
一
が
持
働
者
の
同
盟
が
一
般
に
禁
止
せ
ら
れ
て
居
っ
た
十
ド
ル

財
政
の
悶
難
は
最
弘
醤
し
ゅ
を
告
げ
て
ゐ
る
。
祉
国
介
は
此
…
世
紀
の
J

初
な
ら
知
ら
ぬ
ζ

と
h
同
盟
問
問
工
一
は
労
働
者
峨
ペ

バヴパ
J
7
Y命
題
よ

b
し
て
如
何
な
る
結
論
を
引
く
乙
と
を
…
一
の
白
-
家
防
衛
の
武
器
と
し
て
認
め
ら
れ
、
殊
に
米
本
闘
で

名
4
均

一

は

持

働

者

の

権

力

強

く

、

肢

に

此

武

器

を

周

び

て

京

主

を

O
布

睦

邦

人

同

盟

罷

業

の

写

然

一

苦

し

め

べ

ノ

、

あ

る

に

反

し

て

、

獅
J

り
布
怯
に
於
て
は
単
純

5

コ

一

J
J
n
7べbF
'

心
地
一
給
を
目
的
と
せ
る
同
盟
罷
業
者
に
測
し
て
逮
捕
監

布
陛
エ
ザ
砂
糖
耕
地
操
業
の
会
部
放
に
ワ
イ
ア
ル
ワ
罷
松
山
を
行
ふ
北
と
は
如
何
に
全
信
ホ
/
る
を
得
ー
な
い
の
で
あ
る

業
者
の
一
部
は
能
薬
畿
の
可
否
に
就
て
投
W
訴
を
行
へ
る
…
若
し
果
し
て
此
事
の
ゥ
ー
し
す
れ
ば
同
捜
龍
一
1
一
仁
伴
っ
て
行

の
結
果
)
六
月
レ
百
よ

b
従
前
と
同
一
額
の
賃
銀
仁
て
復
業
…
は
れ
b
b
b
勢
働
者
の
所
翁
仁
し
て
米
国
間
々
訟
に
紙
…
腕
ず
る

し
ー
が
再
び
総
工
一
熱
は
カ
ウ
Y
リ
砂
桃
川
耕
地
の
椋
働
者
よ
一
刃
も
の
が
有
つ
、
千
ζ

解
緯
す
ふ
の
が
、
同
閥
々
絡
の
紳
恕
営

J

汁
燃
え
て
約
六
千
名
の
本
邦
移
民
一
仁
及
ぴ
、
耕
主
等
は
司
…
信
一
ピ
、
同
開
官
憲
の
日
公
平
を
疑
は
wd
る
脊
入
に
取
ケ
〈
は

拡
雄
行
政
機
を
利
用
し
て
之
を
感
服
せ
ん
と
試
み
て
居
る
一
五
忠
信
の
乙
と
よ
え
る
o

-

l
の
報
が
体
へ
ら
れ
、
党
o
次
r
w
k

罷
工
の
主
謀
者
紘
一
ず
は
秩
序
一
憐
U
可
を
も
の
は
五
日
布
・
崎
一
級
民
で
あ
る
o

彼
等
は
明
わ

ー
乱
の
罪
名
を
以
て

AZmな
く
し
て
拘
引
せ
ら
れ
、
府
給
一
-
に
日
本
外
交
笹
川
者
の
無
能
の
犠
牲
と
な
っ
柁
唱
の
で
ふ

為
成
同
照
合
及
げ
日
布
陣
付
事
新
報
壮
一
概
践
の
結
果
日
本
人
一
る
o

外
交
の
失
敗
紘
一
彼
等
を
し
て
今
日
の
悲
漣
に
沈
臨
せ

問
に
米
人
の
手
許
ょ
ん
J

同
点
訪
問
題
の
文
肥
械
を
奪
は
ん
し
め
、
淀
川
山
接
の
原
図
で
あ
る
o
封
米
外
交
の
柔
軟
札
配
に

止
す
る
の
籍
謀
あ
る

E
を
接
見
し
た
と
の
按
報
が
俸
つ
大
衆
ヂ
ペ
を
の
機
を
輿
へ
て
布
陸
移
民
の
米
本
岡
嶋
航
禁
止

? 

E
な
っ
ち
務
隠
れ
は
此
に
於
て
主
(
傍
働
力
の
版
路
を
布

O
武
士
道
の
流
行

陛
島
仁
限
ら
れ
な
る
を
得
な
い
。
彼
等
の
賃
銀
が
低
落
す
(

る
の
は
蓋
し
賞
然
の
結
果
で
あ
る
。
彼
等
、
が
血
之
汗
E

と
は
一
桃
中
軒
雲
右
衛
門
君
の
後
塵
ど
升
し
て
、
幾
多
賢
明
な

悉
〈
食
慾
他
く
な
を
耕
主
の
子
中
伝
聞
す
る
の
で
あ
る
o

一
る
数
合
円
家
諸
先
生
一
が
舌
を
湘
ら
し
て
武
士
道
の
搬
吹
仁
-
議

彼
等
に
取
っ
て
此
機
一
恭
な
る
耕
主
に
針
し
自
家
の
利
手
(
一
体
せ
ら
れ
れ
比
る
結
果
怒
し
が
ら
み
y
、
4

中
古
道
の
大
鳩
山
行
一
(

主
張
す
る
の
手
段
は
僅
仁
同
盟
罷
業
あ
る
の
み
で
あ
る
o

一
極
ひ
る
v
L
歪
つ
北
。
妹
に
封
建
の
武
士
に
唱
劣
ら
W
C

る
花

的

mm
る
仁
今
や
其
唯
一
の
武
器
対
も
米
閣
官
憲
の
斜
め
に
奪
は
一
々
敷
行
動
を
一
両
し
っ
、
あ
る
も
の
は
吾
中
島
。
生
で
あ
る
。

れ
て
、
英
首
領
は
問
問
の
身
と
な
ιり
、
多
数
の
傍
働
者
は
一
彼
等
、
が
誕
士
道
を
会
う
す
る
矯
め
仁
日
常

ι首
を
懐

5qノ

碍
ぴ
耕
主
の
前
に
屈
服
し
て
部
伴
な
る
運
命
に
泣
く
乙
と
ア
'
心
、
が
如
き
、
皐
友
の
復
餓
を
錯
し
て
他
を
銃
殺
せ
る
、
今

-h
な
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
o
彼
等
は
米
悶
官
憲
や
布
畦
耕
主
一
一
久
肥
前
川
川
津
に
於
て
は
感
生
一
同
血
書
同
盟
し
て
白
紙
試

に
濁
し
て
念
る
の
前
先
づ
各
外
交
軟
乞
尽
か
一
山
き
で
あ
る
一
駿
答
案
を
出
せ
る
が
如
を
は
皆
武
士
惑
の
粉
獄
中
を
議
揮
し
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る
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・
武
士
諮
宗
拡
大
杯
を
揚
げ
て
英
成
功
を

〉
し
子
請
う
発
K

一

仁
子
一
寸
見

σノ
副

知

井

一

蹴

す

可

き

で

あ

る
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山
東
省
曲
与
な
る
孔
夫
子
府
火
災
仁
権
れ
1

り
と
の
報
が
一

あ
る
術
開
々
巡
の
前
途
仁
光
明
あ
る
可
を
ふ
別
兆
が
も
知
れ
一

ぬ
。
支
那
の
退
嬰
は
其
大
原
因
消
極
主
義
の
儒
致
的
数
百
一

に
在
る
乙
と
勿
論
で
あ
る
。
縮
刷
此
後
の
援
態
の
潟
め
に
，

拡
孔
子
煽
の
み
な
ち
安
、
儒
数
其
物
を
も
焼
く
必
要
、
が
有
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